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学
芸
員

　
秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
六
十
二
回

立
地
：  

可
愛
川
と
多
治
比
川
の
合
流
点
に
広
が
る
吉
田
盆

地
の
北
端
、郡
山
山
頂
を
中
心
に
東
西
1.1
㎞
、南
北

0.9
㎞
の
範
囲
に
広
が
る
、巨
大
な
山
城
で
す
。古
代

よ
り
こ
の
山
麓
に
は
高
宮
郡
衙（
役
所
）が
あ
り
、

政
治
・
経
済
的
に
中
心
地
で
し
た
。さ
ら
に
築
城

前
か
ら
山
中
に
は
満
願
寺
、山
麓
に
は
祇
園
社（
清

神
社
）が
あ
り
、山
全
体
が
信
仰
対
象
で
も
あ
り
ま

し
た
。

歴
史
： 

本
城
の
成
立
後
、
16
世
紀
前
半
に
は
山
頂
部
も
部

分
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、１

５
４
０
年
の
郡
山
合
戦
時
は
ま
だ
本
城
が
中
心

で
、合
戦
後
に
郡
山
全
山
に
城
域
が
拡
大
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。毛
利
元
就
が「
か
さ
」と
呼

ば
れ
た
山
頂
部
に
、当
主
の
隆
元
は
本
城（
の
ち
尾

崎
丸
に
移
動
）に
居
住
し
、家
臣
に
も
在
城
さ
せ
て

い
ま
す
。
元
就
の
死
後
、
当
主
と
な
っ
た
輝
元
も

「
か
さ
」に
住
ん
だ
と
考
え
ら
れ
、城
内
や
城
下
の

整
備
を
行
い
ま
す
が
、１
５
９
１
年
に
輝
元
は
海

沿
い
の
広
島
城
を
築
き
移
転
し
ま
す
。そ
の
後
も

郡
山
城
は
毛
利
氏
の
城
と
し
て
存
在
し
ま
し
た

が
、１
６
０
０
年
の
関
ヶ
原
合
戦
以
後
は
廃
城
と

な
り
、１
６
３
７
年
の
島
原
の
乱
後
に
石
垣
な
ど

が
大
規
模
に
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
幕
末
に
は
広
島
吉
田
支
藩
に
よ
る
郡
山
要
塞
化
が

計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、実
現
に
は
至
ら
ず
明
治
を

迎
え
、１
９
４
０
年
に
は
国
指
定
史
跡
と
な
り
ま

し
た
。

安
芸
高
田
歴
史
紀
行

　
今
回
は
郡
山
城
の
本
体
に
迫
り
ま
す
。市
内
の
城
跡
の
中
で
、郡
山
城
は
他
と
全
く
異

質
で
特
殊
な
も
の
で
す
。そ
れ
は
こ
こ
が
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
拠
点
で
あ
っ
た
点
だ
け

で
な
く
、戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、日
本
の
城
の
構
造
が
大
き
く
変
化
し

た
時
期
の
遺
構
で
あ
る
点
で
す
。つ
ま
り
、安
芸
高
田
最
後
の
戦
国
山
城
と
い
え
ま
す
。

こ
お
り

や
ま

じ
ょ
う

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】

標
高
／
３
９
０
ｍ
、比
高
／
１
９
０
ｍ

史
跡
指
定
／
国
指
定
史
跡

城
主
／
毛
利
氏

所
要
時
間
／
郡
山
公
園
か
ら
徒
歩
30
分

郡 
山 
城
〈
前
編
〉

《
吉
田
町
吉
田
》

編
集
後
記

　つ
い
こ
の
間
〝
は
や
し
田
〞
の
取
材

を
し
、
田
植
え
を
し
た
ば
か
り
の
景
色

を
眺
め
て
い
た
の
に
、
8
月
5
日
の
今

で
は
田
ん
ぼ
は
青
々
と
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
時
が
経
つ
の
は
早
い
で
す
。
時

折
、
良
い
風
が
田
ん
ぼ
を
通
り
抜
け
る

と
、
青
い
稲
穂
が
風
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺

れ
て
〝
風
の
足
跡
〞
を
見
る
事
が
で
き

ま
す
。
こ
の
号
が
出
る
頃
、
そ
の
田
ん

ぼ
も
金
色
へ
と
色
変
わ
り
し
て
い
き
ま

す
ね
。
無
事
、
稲
刈
り
が
終
わ
り
ま
す

よ
う
に…

。

　
　
　
　
　
　（
原
田
）

　７
月
に
開
催
さ
れ
た
神
楽
甲
子
園
。

高
校
生
た
ち
の
熱
演
は
も
ち
ろ
ん
、
25

日（
土
）の
夕
方
か
ら
は
市
内
各
地
で
行

わ
れ
た
夏
祭
り
の
神
楽
上
演
も
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。

神
楽
を
見
す
ぎ
て
疲
れ
て
し
ま
う
か
と

思
い
き
や
、
終
わ
っ
て
み
る
と
、
全
国

各
地
、
そ
し
て
安
芸
高
田
市
の
神
楽
を

堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
、
神
楽
の
お
も

し
ろ
さ
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　（
田
村
）

今
月
の
表
紙
▼

 

7
月
25
日（
土
）、
26
日（
日
）に
開
催

さ
れ
た
「
第
５
回
高
校
生
の
神
楽
甲
子

園

　ひ
ろ
し
ま
安
芸
高
田
」。
全
国
各

地
か
ら
集
ま
っ
た
高
校
生
た
ち
の
舞
が
、

安
芸
高
田
市
の
夏
を
よ
り
一
層
熱
く
し

て
く
れ
ま
し
た
（
表
紙
掲
載
高
校
・
上

演
演
目

：（
右
上
か
ら
時
計
回
り
に
）

矢
上
高
校
「
土
蜘
蛛
」
、
江
津
高
校

「
道
返
し
」、
浜
田
商
業
高
校
「
賴
政
」、

可
部
高
校
「
山
姥
」、
高
梁
城
南
高
校

「
猿
田
彦
の
舞
」、
吉
田
高
校
「
滝
夜

叉
姫
」）。

う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り
ぐ
ん

ま
さ
は
る

三の丸下通路の石垣跡（南側より撮影） 郡山城遠望（南西側より撮影）

郡山城測量図（「史跡毛利氏城跡保存管理計画策定報告書｣より）
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